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１．はじめに

概要 空中像とレンズアレイを⽤いることで，広い⾓度範囲の光線情報を取得可能な
ライトフィールド（光線空間）カメラを開発．
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（本研究シーズ）

絞り
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２．従来技術

○ コンパクト．操作性が良い．
× 光線取得⾓度が狭い（数度）

マルチカメラによる光線情報取得

○ 広い⾓度の光線取得が可能
× システム規模が⼤きい
× 映像処理作業が煩雑
× リアルタイム処理は不可

被写体の空中像

2⾯コーナーリフレクタアレイ
DCRA（Dihedral Corner Reflector Array）

（パリティ・イノベーションズ社製）

空中像物体光
◆ 撮影光学系がシンプル．
◆ 光線の取得⾓度が広い（光線取得⾓度︓30度以上）．
◆ タイリングで光を取り込む⾯積を⼤きくできる．
◆ 空中像はレンズ歪みがない．
◆ レンズ結像系による実像ほどの解像度は得られない．

３．提案⽅式

微⼩プリズム
（２⾯コーナー
リフレクタ）

（特 徴）

空中像を⽤いた光線取得（Aerial-imaging Light-Field）ALFカメラ

被写体

カメラ

空中像
形成プレート

被写体

マルチカメラ
（数⼗~百台以上）

光線

被写体

ライトフィールド技術 ･･･ 光線情報を取得し，情報処理や再⽣する技術

レンズアレイ
(複数の微⼩レンズ

を配列した板）
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３D撮影 裸眼３D表⽰

４．リアルタイム３D撮影・表⽰

５．ライトフィールド技術の応⽤分野
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B

・セキュリティカメラ… 顔認識，遮蔽物の陰のものを映像化など
・マシンビジョン … 製品⽣産ラインの形状検査，はんだペースト検査など
・映像制作⽤カメラ … AR/VR⽤任意視点映像，映像コンテンツ制作，⾼臨場感コミュニケーションなど
・ゲーム分野 … ３Dモデリング，インタラクション⽤センサ，３Dジェスチャー認識など
・ロボットビジョン … ３次元センサ，⾃動⾛⾏
・⾞載カメラ … ナビゲーション，障害物検知
・研究⽤途 … 植物成⻑のしくみ等の３D形状観察など
・メディカル診断 … ⻭科，眼科，内視鏡など
・質感映像 … デジタルアーカイブ，サイネージ，商品デザイン・⽣産，コスメティック

要素画像

要素画像
拡⼤図 ３次元映像

撮影した要素映像と表⽰映像の例

3次元映像を⽤いたコミュニケーションシステム


